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動物由来感染症起因菌の病原性に関する微生物研究

研究の概要
　動物からヒトへ、ヒトから動物へと伝播する動物由来感染症は全ての感染症のうち半数以

上を占めるとされている。その実態を把握するためには、ヒト由来のみならず動物由来の病原

体を収集し比較検討することが必要であり、ヒト・動物間での伝播の可能性やリスクについて

評価することが求められる。

　研究自体は主に豚レンサ球菌、ロドコッカス属菌の動物由来株を対象とするが、一部患者

由来株も加えて、病原遺伝子検索、薬剤感受性試験、ゲノム解析等を行う。また、病原性

に関与するプラスミドの解析や、病原性に関与する新規遺伝子などの探索を行う。積極的疫

学調査事業において行政検体として搬入された菌株とその疫学情報、または既に下記学術

論文において発表済みの菌株・疫学情報を用いる。
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